「Batchelder と Romney の正答のないテスト理論」の拡張とアンケート調査法への応用 (統計数理研究所 研究活動 (平成元年度 研究報告会要旨)) by 吉野 諒三 & Ryozo Yoshino
140 統計数理 第38巻 第1号 1990
に，いま経済的環境条件に対応して人間関係観が変質しつつあることを示しているだけでなく，日本人
の意識構造が欠きた転換期にさしかかっていることを示唆しているようにも思えるのである．
      rBatche1derとRomneyの正答のたいテスト理論」の拡張と
               アンケート調査法への応用
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               意識の国際比較方法論（IV）
                                    鈴 木 達 三
 昭和62年度・63年度に実施した調査の調査結果を整理し，集計分析用共通ファイルを作成した．こ
れに基づき，関連調査との比較を行なうとともに，各国共同研究者との結果分析・検討を行なった．
